
2018.08.26 打ちあわせ用メモ 原田 泰 
 
（議題）2018 年 8 月 26 日（日）14:00－17:00 
（1）10 月 14 日第 34 回大会の全体会議論の内容 
（2）10 月 16 日世界湖沼会議ワークショップの内容 
（3）今後のスケジュール 
 
（1）10 月 14 日（日）全体会 11:00－15:30（12:00－13:00 昼食）（実質 3 時間 30 分） 
 

①全体報告 
「水郷水都全国会議 34 年の活動の成果とこれからの方向性」 
 ・34 年の総括 （淺野敏久 広島大学教授） 
 ・成果と課題 （保母武彦 島根大学名誉教授） 
 ・地域から見た課題 （荒井一美 霞ヶ浦アカデミー理事長） 
 
②テーマ 

1．運動論 
・水郷水都の主張：「水資源開発，公共事業批判」と「地域再生」 
・時代による課題の変化 
 
2．組織論 
・「組織を作らない」と「組織が必要」 
・現地実行委員会制：中央主導に対する批判 
・運動の継続性 （高齢化，地域の運動の衰退） 
・リーダー，事務局の負担：人材，財政 
 
（2）10 月 16 日（火）世界湖沼会議ワークショップ(18:00－20:00)（2 時間） 

「水辺の環境と社会を守る市民の活動に関する情報とアイデアを交換しましょう」 

（このワークショップでは水郷水都全国会議の活動を紹介するとともに，会議参加者の皆

さんと水辺を守る市民活動の経験，理念と課題について意見交換をしたいと思います。） 

 

①内容 

 ・水郷水都全国会議の活動の紹介と課題 

 ・(国外の市民活動の紹介) 

 ・その他の報告 

 ・議論 

 

②検討すべき課題 

 ・通訳をどうするか 

 ・国外の報告者 

 ・資料の作成 

 

(3 )スケジュール 

 

 


